
福 島 県 喜 多 方 市 に お け る
集落支援員の取り組みについて

喜多方市 企画政策部 地域振興課



福島県の西北部、会津盆地の北部に位置し、平成18年1月4日に旧喜多方市、熱塩加納村、塩川町、山都
町、高郷村が合併し、現在の喜多方市となりました。
市の約7割が林野で、東部、西部、北部地域には山林が広がり、市の中心部から南部にかけては、平坦な

地形で市街地を囲むように田園地帯が広がっています。
農業が基幹産業ですが、「蔵とラーメンのまち」として、年間約180万人の観光客が訪れる観光都市でも

あります。

面 積 554.63㎢

森林面積 383.54㎢（森林率69％）

人 口 41,865人（令和6年8月現在）

世 帯 数 16,084世帯

高齢化率 38.7％

行政区数 272行政区

喜多方市の概要
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集落
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背 景

・平成18年1月 市町村合併により市全域が「みなし過疎」（令和4年4月～「全域過疎」）

・特に中山間地域において、集落機能の低下、集落の維持・活性化、集落仕舞いの懸念が大きな課題
として顕在化。

集落支援員制度の創設

平成20年11月「喜多方市過疎集落支援員」制度の創設

〇目 的 人口減少と高齢化の進む農山村集落の維持・活性化

〇対象集落 高齢化率が40％以上を占め、人口50人未満の10集落を対象としてスタート。
その後『活性化に意欲的な集落』を要件に追加し、現在は高齢化率が概ね45％以上、
人口50人未満の集落等を対象とし、21集落・広域的な住民組織3地区を支援している。

〇支 援 員 行政経験者、農業関係業務の経験者及び農山村集落元気塾受講者など、
地域の実情に詳しい人材に委嘱しており、現在8名で活動中。

集落支援員制度の創設
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・平成29年「自治基本条例」制定により、地域を熟知する地域住民自らが考え、課題解決を主体的
効率的に行い、行政がそのお手伝いをする『協働のまちづくり』を推進。

手法1 地域同士の連携による内部資源の共有・効率化
手法2 地域からの転出者・首都圏住民・大学生等外部人材の活用
手法3 広域的な住民組織づくり（小学校単位の協議会等）

・しかし、支援集落（中山間地域等の集落）では、主体的に上記の取組みが困難。
このため以下の伴走支援を行うことで、支援集落における協働のまちづくりを推進。

⇒集落支援員によるサポート
① 集落の現状把握、課題等の見える化、話合い等支援（スライド №4 ～ 6 ）
② 集落活性化に向けた取組み支援 （スライド №7 ～ 8 ）
③ 広域的な住民組織づくり支援 （スライド №9 ～10）

・上記の取組が困難なケースでは、定期的な巡回・見守りや関係機関との連絡調整などの
「寄り添い型」の支援を展開。

・集落支援員間の情報共有のため、定期的に情報交換会を開催。（スライド № 11 ～12）

協働のまちづくりの推進
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ア 集落カルテ作成・更新による現状把握と集落見守り

①集落の現状把握、課題等の見える化、話合い等支援

集落支援員による集落訪問の様子
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①集落の現状把握、課題等の見える化、話合い等支援
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①集落の現状把握、課題等の見える化、話合い等支援

集落の話し合いへの参加 広域的な住民組織づくりに向けた話し合い

イ 強み・弱み・課題の見える化や今後の在り方に関する話合い等支援
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ア 集落活性化のための計画づくり支援や各種補助金活用支援

イ イベント・事業支援（企画内容へのアドバイス等、労務提供のみとなるものを除く）

②集落活性化に向けた取組み支援

福島県大学生と集落の協働による地域活性化事業
本村行政区と獨協大学

福島県大学生と集落の協働による地域活性化事業
地割行政区と専修大学
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ウ 関係者（市民生活課・集落）との連携・役割分担による有害鳥獣被害対策

・有害鳥獣被害及びその対策状況等の関係者との情報共有
・電気柵設置・集落環境診断等の市有害鳥獣対策施策の紹介・活用支援

②集落活性化に向けた取組み支援

有害鳥獣対策お知らせ資料 電気柵設置支援

電気柵を用いた有害鳥獣対策への支援制度について

鳥獣による農作物等の被害を防止するためには、鳥獣を農地に入らせない、作物を食べられないようにすることが重要です。

「電気柵」は、農地の周辺に電気が流れる柵を設置し、鳥獣が農地に侵入できないようにする設備であり、被害防止に非常に高

い効果を発揮します。市では、市民の方が市内に電気柵を設置する場合に下記の内容の支援を行っています。

電気柵の設置方法および管理方法のノウハウ

の習得と対策効果を実感していただくため、行

政区に対して講習会の開催と併せて電気柵の貸
出を行います。

≪貸出対象者≫

電気柵の貸出は行政区に対して行い、その設

置・使用は行政区内に限ります。

≪留意事項≫
①事業を実施する場合は、市が行う電気柵設講習
会を受講する必要があります。

②電気柵の設置・管理及び撤去は行政区で行って
ください。

≪経 費≫ 無償貸出

電源として使用するバッテリー又は乾電池は申
請者の負担となりますので、ご用意ください。
行政区の過失による破損などが生じた場合は、

原状回復をお願いします。

電気柵貸出事業

鳥獣による農林畜産物や生活環境への被害防止、有害鳥獣が出没し

にくい集落環境整備のため、電気柵を購入・設置した方に対し、予算

の範囲内において電気柵購入費用の一部を補助する制度です。
≪遵守事項≫

①設置した電気柵が良好な状態で保持できるよう維持管理を行い、事

故等の防止について十分配慮してください。

②電気柵と併せた被害防止対策(周囲のヤブの刈払い・エサとなる物

の撤去等)を効果的に実施する等、継続的な取組を行ってください。
≪補助率≫

①計画作成地区 補助対象経費 8/10以内（上限150万円）
※計画作成地区とは、市内の行政区であって、市の集落環境診断の実施実績
があり、かつ診断の結果に基づく被害対策計画を作成している地区

②団体・法人 補助対象経費 7/10以内（上限60万円）
※団体・法人とは、市民で構成される団体(３戸以上で構成)、または市内に
主たる事業所を有する法人

③個人 補助対象経費 5/10以内（上限５万円）
≪留意事項≫
①必ず購入前に申請を行ってください。

②電気柵を購入しようとする１ヶ月前までに申請を行ってください。
③同一年度内における複数の交付申請はできません。

④過去に本事業により設置した電気柵の更新等は対象外です。

⑤電気柵設置場所が複数の場合、設置場所が隣接していない、もしく
は一体的に管理できない場所である場合の交付申請はできません。

⑥個人を除く申請者は、３年の間、成果報告書の提出が必要です。
≪申請方法≫

申請書類（申請書・事業実施計画書・その他）を提出してください。
申請内容を審査した後、補助金の交付決定を行います。

電気柵購入支援事業（野生獣被害対策事業補助金）

<事業に関する相談・お問合せ・申請等>
喜多方市 市民生活課 有害鳥獣対策室 ☎ 24-5261
各総合支所 住民課
<申請書類作成アドバイス等の事業進行のサポート>
地区担当 集落支援員 高野 進・鈴木 淳
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ア こまがた元気会

・地域プラン「こまがた元気ビジョン」に基づく具体的な事業を実施

・常勤集落支援員、地域おこし協力隊を各１名配置し、財政的な支援と共に人的なバックアップ

③広域的な住民組織づくり支援

令和３年４月 地区のまちづくり拠点としてＪＡ旧店舗を活用し、

里の駅「こまがた元気館」を整備。

令和３年４月 常勤集落支援員が、こまがた元気館館長として

「こまがた元気ビジョン」に基づく事業をサポート。

令和５年５月 地域おこし協力隊を配置し、農産物直売所の充実など

各種活動をサポート。

令和５年12月 新たな交流・活動拠点をオープン

「駒形げんき交流館（愛称：よっか）」

令和６年２月 新たな活動計画「こまがた元気プラン」策定

地域おこし協力隊 椿さん

農産物直売所
「こまがた元気マルシェ」

常勤集落支援員 大平さん
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③広域的な住民組織づくり支援

イ 山都まちづくり協議会

令和５年３月 山都まちづくり協議会設立

令和６年２月 山都まちづくりビジョンの策定

令和６年４月 常勤集落支援員１名を配置

ウ たかさと里山活性化委員会

令和３年４月 たかさと里山活性化委員会設立
福島県の補助金を活用し事業計画策定

令和４年４月 計画に基づく事業開始

 収穫祭、農業体験、溜池の活用、

特産品の試験栽培、キノコ栽培の復活、

電気柵の設置、情報発信 等

令和６年４月 広域的な住民組織化に向け計画策定中

非常勤集落支援員２名により活動を支援

ふるさと宅急便農産物詰め合わせ 徳島大学田口太郎教授による講演会、
地域に合った生産のマニュアル化、保存、加工方

山都まちづくり協議会
「地域づくり部会」の様子
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・集落支援活動の情報共有などを行うため、２ヵ月に一度の情報交換会を開催。併せて、集落調査を実施。

情報交換会による情報の共有

情報交換会の様子

集落調査の様子
情報交換会の内容
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・令和６年７月 集落支援員先進地視察研修会

研修先＝一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会（宮城県伊具郡丸森町）

情報交換会による情報の共有


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

